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〈カラスの行水〉  

 高尾山の帰り、蛇滝から梅林方面に下り小仏川沿いの道を歩く。それまでほとんど見ら

れなかったイチリンソウがところどころで咲いていた。ニリンソウは群生しているがイチ

リンソウは決して群れない。清楚な白花は日影に一人でひっそりと咲くのがお似合いだ。 

 

小仏川を下っていくと水たまりにカラスが下り立ち、行水

を始めた。面白そうなのでしばらく観察することにした。水

場までトコトコと歩き丁度いい深さのところで頭から潜る。

バシャバシャと結構派手に羽を振るわせて“カラスの行水”

が始まる。すぐに終わるだろうと見ていると 10秒足らずで

終了。一旦風呂から上がって羽づくろいをした後また入る。 

これを 3回繰り返していた。“カラスの行水”はろくに洗い

もしないであっと言う間に風呂から出てしまう例えに使われ

るが、短い時間とは言え 3回も繰り返し入っているのを見る

と、案外きれい好きなのかもしれない。この例えはカラスに

失礼、孫たちに使うのはやめておこう。 

          


